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研
究

未
来
の
医
療
を
拓
く

の
架
け
橋

知

工
学
部
機
械
工
学
科

村
山
省
己
教
授

「
未
来
」を
考
え
る
⑦

む
ら
や
ま・せ
い
き　

１
９
５
３
年
山
口
県

生
ま
れ
。東
海
大
学
工
学
部
生
産
機
械

工
学
科
卒
業
。㈱
ア
マ
ダ
、厚
木
自
動
車

部
品
㈱（
現
・日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス

テ
ム
ズ
㈱
）を
経
て
２
０
１
６
年
か
ら
現

職
。国
家
技
能
検
定
試
験
首
席
検
定
委

員
を
経
験
。専
門
は
設
計
工
学
、機
械
工

学
、自
動
化
シ
ス
テ
ム
、生
産
技
術
。日
本

設
計
工
学
会
、日
本
機
械
学
会
、精
密
工

学
会
等
に
所
属
。著
書
に『
グ
ロ
ー
バ
ル
自

動
化
ラ
イ
ン
の
基
礎
知
識
』（
日
刊
工
業

新
聞
社
／
２
０
１
８
年
１
月
発
行
）。

日
本
の
経
済
は
こ
の
と
こ
ろ
連

続
で
プ
ラ
ス
成
長
に
あ
り
、
企
業

業
績
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時

に
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
直
面
し

て
い
る
企
業
も
多
い
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
生
産
現
場
で
は
、
設
備

の
老
朽
化
に
よ
る
機
械
の
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
日
本
が
欧
米
諸

国
に
比
べ
生
産
性
が
低
い
と
い
わ

れ
る
要
因
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
人
の
確
保
と
生
産
性
の

向
上
の
両
立
が
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
お
け
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

人
財
の
育
成
と
生
産
シ
ス
テ
ム
を

改
善
し
て
い
く
ほ
か
こ
れ
を
解
決

す
る
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
産
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

（
公
財
）日
本
生
産
性
本
部
の

「
労
働
生
産
性

の
国
際
比
較
２

０
１
７
年
版
」

に
よ
る
と
、
１

人
あ
た
り
の
付

加
価
値
額
と
し
て
算
出
さ
れ
た
日

本
人
の
「
労
働
生
産
性
」
は
、
２

０
１
６
年
に
過
去
最
高
の
水
準
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
時
間
あ
た
り
の
労
働
生

産
性
は
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
諸
国
の
中
で
20
位

で
あ
り
、
実
質
の
労
働
生
産
性
上

昇
率
も
過
去
７
年
間
で
22
位
と
先

進
国
の
中
で
は
低
く
、
１
９
８
０

年
代
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
で
あ
る
生

産
工
場
で
は
、
か
か
っ
た
費
用
あ

た
り
の
付
加
価
値
額
と
し
て
算
出

さ
れ
る
「
付
加
価
値
生
産
性
」
が

生
産
性
の
指
標
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
こ
の
付
加
価
値
生
産
性
は
、

「
付
加
価
値
額
÷
総
発
生
費
用
」

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
付
加
価
値
額

は
売
り
上
げ
か
ら
材
料
費
を
引
い

た
付
加
価
値
で
あ
り
、
総
発
生
費

用
は
労
務
費
、
償
却
費
、
経
費
な

ど
発
生
し
た
費
用
の
総
額
で
す
。

す
な
わ
ち
、
付
加
価
値
生
産
性

は
、
少
な
い
費
用
で
ど
れ
だ
け
高

い
付
加
価
値
を
生
む
こ
と
が
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
付
加
価
値
生
産
性
が
高
い
ほ

ど
生
産
工
場
が
筋
肉
質
で
、
体
力

の
あ
る
生
産
性
の
高
い
工
場
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
生
産
性
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？

生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
材
料
費
を
抑
え
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
労
務
費
、
償
却
費

や
経
費
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。す

な
わ
ち
、
少
な
い
人
員
で
安

価
で
維
持
費
の
か
か
ら
な
い
機

械
・
ラ
イ
ン
で
生
産
で
き
る
工
場

に
変
え
て
い
く
こ
と
で
生
産
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

省
ス
ペ
ー
ス
で
自
動
化
さ
れ
生
産

効
率
を
高
め

た
、
す
な
わ
ち

生
産
性
の
高
い

生
産
ラ
イ
ン
が

必
要
と
な
る
の

で
す
。

こ
れ
が
今
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

４
・
０
（
第
４
次
産
業
革
命
）
と

い
わ
れ
て
い
る
、
革
新
的
に
生
産

性
を
向
上
し
て
い
く
た
め
の
基
本

的
な
考
え
方
に
な
り
ま
す
。
生
産

工
場
の
自
動
化
レ
ベ
ル
を
引
き
上

げ
て
、
い
か
に
生
産
性
を
高
め
て

い
け
る
か
が
企
業
お
よ
び
日
本
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
生
産
性
の
高
い
超

小
型
Ｎ
Ｃ
機
の
設
計
開
発
や
ロ
ボ

ッ
ト
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産

ラ
イ
ン
の
自
動
化
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
設
計
か
ら
機
械

の
完
成
・
評
価
ま
で
を
実
現
で
き

る
環
境
を
有
す
る
東
海
大
学
で
、

新
た
な
課
題
に
向
け
て
学
生
と
と

も
に
わ
く
わ
く
し
て
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
し

い
研
究
を
前
進
し
て
い
く
に
は
大

学
の
研
究
室
を
こ
え
た
活
動
が
必

要
で
す
。

総
合
大
学
と
し
て
の
優
れ
た
東

海
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
た
産
学
連
携
を
軸
に
、
企
業
の

多
く
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
研
究
開
発
と
生
産
技
術
の

両
輪
で
さ
ら
に
研
究
を
前
進
さ

せ
、
日
本
の
未
来
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

変
わ
る
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場

第
４
次
産
業
革
命
を
担
う
人
材
を

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
臓

器
線
維
症
の
病
態
解
明
と
新

た
な
診
断
・
予
防
・
治
療
法

開
発
の
た
め
の
拠
点
形
成
」

が
２
月
６
日
に
東
京
・
霞
が

関
の
東
海
大
学
校
友
会
館
で

開
か
れ
た
。

大
学
院
医
学
研
究
科
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
医
学
生
物
学
セ
ン

タ
ー
が
、文
部
科
学
省
の「
平

成
27
年
度
私
立
大
学
戦
略
的

研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」

の
終
了
ま
で
に
、
臨
床
に
つ

な
が
る
成
果
を
出
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

５
人
の
研
究
発
表
後
に

は
、
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
応
答
や
意
見
交
換

「
ベ
ト
ナ
ム
電
力
グ
ル
ー

プ
（
Ｅ
Ｖ
Ｎ
）
原
子
力
技
術

者
向
け
特
別
上
級
教
育
課
程

（
ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
人
材
育
成
計
画
）」

第
３
期
生
８
人
の
修
了
式
が

２
月
６
日
に
東
京
・
霞
が
関

の
東
海
大
学
校
友
会
館
で
行

わ
れ
た
。

同
事
業
は
、
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
の
両
国
政
府
が
２
０
１

２
年
に
締
結
し
た
日
越
原
子

力
協
定
に
基
づ
き
、
東
海
大

学
と
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
企
業
が
連
携
し
て
同
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
産
学
連
携

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
東
海

大
で
日
本
語
と
原
子
力
発
電

所
の
運
用
に
必
要
な
理
論
や

安
全
管
理
の
実
務
を
学
ぶ
ほ

か
、
発
電
所
で
の
実
務
経
験

を
積
む
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

２
期
24
人
が
修
了
し
て
い

る
。
16
年
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府

の
原
発
建
設
中
止
決
定
を
受

が
行
わ
れ
た
。
講
評
で
は
外

部
評
価
者
が
、
学
内
外
の
研

究
者
と
の
連
携
や
若
手
研
究

者
の
育
成
、
基
礎
研
究
の
成

果
を
高
く
評
価
し
、
今
後
の

研
究
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

け
、
今
期
が
最
後
の
修
了
生

と
な
っ
た
。

修
了
式
で
は
、
Ｅ
Ｖ
Ｎ
の

グ
エ
ン
・
ク
オ
ン
・
ラ
ム
副

社
長
が
、「
研
修
生
を
し
っ

か
り
教
育
し
て
く
れ
た
東
海

大
や
企
業
に
感
謝
し
て
い

る
。
過
去
２
期
の
修
了
生
も

Ｅ
Ｖ
Ｎ
の
各
部
署
で
中
核
と

な
っ
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い

る
。
今
期
の
修
了
生
も
、
日

本
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
。
ラ
ム
副
社
長
か
ら
山
田

学
長
に
感
謝
の
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
国
際
教

育
セ
ン
タ
ー
の
広
瀬
研
吉
教

授
は
、「
産
学
が
密
接
に
連

携
し
、
高
度
な
能
力
を
持
つ

人
材
を
育
成
す
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
現
で
き
た
こ
と

は
、
大
学
に
と
っ
て
も
大
き

な
財
産
。
こ
う
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
原

子
力
の
み
な
ら
ず
他

の
分
野
に
も
有
効
な

教
育
手
法
だ
と
思

う
。
今
後
実
施
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
こ
の

成
果
を
生
か
し
た

い
」と
話
し
て
い
る
。

の
採
択
（
５
年
間
）
を
受
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
の

中
間
成
果
報
告
会
と
し
て
、

同
セ
ン
タ
ー
と
連
携
協
力
し

て
研
究
を
行
っ
て
い
る
総
合

医
学
研
究
所
と
共
同
で
開
催

し
た
も
の
。

臓
器
線
維
症
に
関
連
す
る

分
野
の
研
究
の
第
一
人
者
３

人
を
外
部
評
価
者
に
迎
え
、

若
手
研
究
者
５
人
が
最
新
の

成
果
を
発
表
。
学
内
外
の
研

究
者
や
大
学
院

生
、
企
業
関
係
者

ら
約
50
人
が
参
加

し
た
。

　
冒
頭
で
研
究
代

表
者
の
稲
垣
豊
セ

ン
タ
ー
長
が
、
研

究
の
目
的
や
進
捗

状
況
、
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
説

明
。「
採
択
期
間

診
療
該
当
を
目
指
し
て
い

る
。ま

た
、
同
画
像
に
よ
り

特
定
し
た
が
ん
と
そ
の
周

辺
に
の
み
超
音
波
を
照
射

し
て
壊
死
さ
せ
る
「
高
密

度
焦
点
式
超
音
波
療
法
に

よ
る
部
分
治
療
（
フ
ォ
ー

カ
ル
セ
ラ
ピ
ー
）」
は
、

医
学
部
臨
床
研
究
審
査
委

員
会
の
承
認
を
得
て
16
年

４
月
に
開
始
。
体
に
メ
ス

を
入
れ
ず
、
排
尿
な
ど
の

機
能
を
残
し
な
が
ら
、
短

時
間
で
治
療
で
き
る
。

小
路
准
教
授
は
、「
多

く
の
人
に
技
術
を
広
め
、

患
者
さ
ん
の
治
療
や
施
術

後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
寄

与
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

を
開
催
。
同
病
院
泌
尿
器

科
の
小
路
直
准
教
授
が
講

演
し
、
報
道
関
係
者
ら
約

40
人
が
参
加
し
た
。

　
２
０
１
３
年
11
月
に
導

入
さ
れ
た
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
―
Ｔ

Ｒ
Ｕ
Ｓ
融
合
画
像
ガ
イ
ド

下
生
検
」
は
、
２
次
元
画

像
と
し
て
得
ら
れ
る
核
磁

気
共
鳴
画
像
と
超
音
波
画

像
を
３
次
元
的
に
融
合
さ

せ
、
が
ん
の
位
置
や
形
状

を
よ
り
正
確
に
診
断
。
16

年
２
月
に
は
厚
生
労
働
省

か
ら
先
進
医
療
と
し
て
承

認
さ
れ
、
２
年
後
の
保
険

医
学
部
付
属
八
王
子
病

院
が
日
本
で
初
め
て
導
入

し
た
前
立
腺
が
ん
の
局
所

診
断
・
治
療
法
に
つ
い

て
、
１
月
31
日
に
東
京
・

霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友

会
館
で
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー

よりよい社会づくりのヒントを探る
海洋力国際学術交流研究会

　第２回海洋力国
際学術交流研究会
が２月６、７日に
清水校舎で開催さ
れた。「大学教育・
研究と地域社会」

をテーマに、海洋学部の教員有志による実行
委員会が主催。同学部や静岡大学、台湾・開
南大学などで海洋や観光分野に携わる研究者
や市民が参加した。６日は、研究者や市民団
体がそれぞれの研究内容や活動を発表。７日
には、海洋学部の学生有志団体「海洋経済研
究会」の案内で清水校舎や海洋科学博物館を
視察するエクスカーションも行われた。

最先端の研究成果をアピール
テクニカルショウヨコハマ2018に出展

　２月７日から９日まで、パシフィコ横浜で
開催された「テクニカルショウヨコハマ2018
（第39回工業技術見本市）」に、産官学連携セ
ンターが出展した。情報理工学部の長幸平学
部長らによる人工衛星で取得した広域情報と
スマートフォンアプリで発信される地域情報
を組み合わせた災害・環境変動監視システム
のほか、理学部の冨田恒之准教授らの次世代
再生可能エネルギーに関する研究、工学部の
遊部雅生教授らの半導体レーザー・ファイバ
レーザーの環境・医療計測への応用研究を紹
介。７日には、長学部長と情報理工学部の内
田理教授によ
る研究紹介の
ショートプレ
ゼンテーショ
ンも行われた
＝写真。

「“マトリックスの研究なら東海
大”と世界から評されることを目
指す」と語る稲垣センター長

臓器線維症の研究成果を報告
体制や若手育成に高評価

八
王
子
病
院
が
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー

前
立
腺
が
ん
の
治
療
法
を
紹
介

ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
プ
ロ
ジェク
ト

３
期
生
の
修
了
式
を
実
施

山田学長（左）から修了生一人ひ
とりに証書が手渡された

超小型ＮＣ機を使った研究

セミナー後には来場者から多
くの質問が寄せられた




